
  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   
 

 

 

 

  

 

 

 

くらき永田保育園便り

園庭の遊具がきれいに生まれ変わったことで子どもたちが今まで以上に大型遊具にチ

ャレンジする姿が見られます。塗装のお手伝いしていただいた保護者の皆さん本当にあり

がとうございました。これから夏に向けてくらき永田保育園の園庭はますます魅力的にな

ります。キウイやヤマモモが実り、水遊びが始まり、さらに、今年は魔女が「ハーニャの

庭（駐車場の上の小屋）」に遊びに来ているようなのです。異年齢クラスの子どもたちは

「魔女文字」を覚えながら魔女との文通を楽しんでいます。不思議な世界を空想し、自分

たちで魔女たちの世界を調べ、交流を図ろうとしています。 

 子どもたちにとっては「魔法」という言葉は魅力的なものなのでしょう。先日、「園長先

生は魔法ができたら何する？」と質問されました。う～んと考えていると「せんそうやめ

させるのどうかな？」と一言。僕などにも想像もつかない魔法の活用法に感激してしまい

ました。子どもたちは今よりも楽しく、今よりもより良くというマインドを持っています。

その気持ちと行動力を育んでいきたいと強く感じました。 

 

梅ジュースが美味しくなりますように！ 

 

今年も舞岡のかねこふぁ～むで１０キロの梅もぎを行いました。６月中旬には梅シロッ

プが完成します。コロナ禍ではありますが、子どもたちが大好きな梅ジュース屋さんごっ

こに是非お付き合いください。全体懇談会でもお話ししましたが「自分が行動したことで”

何か“が変わる体験」のキックオフでもあります。マイパブリック屋台を使った本格的お

店屋さんごっこをお楽しみに。 

 

学生さんも大活躍 

 

様々な人たちが保育を側面的に支えてくれているのですが、実は学生の活躍も保育に彩

りを添えています。岩崎学園の情報科学専門学校さんはデジタルを活用し「不思議だな～」

演出してくれていますし、湘北短大さんは昨年からオリジナルの手作りおもちゃを提供し

てくれています。さらに今年度からは横浜創英大学とも連携協定を結び様々な交流を始め

る予定です。将来保育の現場に立つ学生だけでなく、保育・福祉といった社会課題の解決

のために働きたいという学生さんたちにとって子どもたちの遊びの空間は貴重な経験の

場にもなっています。 

 

今月の行事 

 
１日（水） ブックマルシェ・歯科健診 

１６日（木） 久保先生のわらべうた 

１７日（金） 尿検査１次（異年齢） 

２７日（月） 水遊び 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各クラスの様子をお伝えします！ 

にこにこ 

よちよち 

今では保育園での生活も徐々に慣れてきた子どもたちですが、初めの頃は『おうちの食事と

なんか違う…！』と、あまりミルクを飲めなかったり、周りが気になってしまったりする姿が

見られました。「おうちではどんな椅子を使ってますか」「哺乳瓶の乳首は何を使ってま 

すか？」など、おうちの方と相談しながら、食事の時間を楽しんでもらえるよう保育士 

も試行錯誤をしてきました。最近は、ぱくっと食べて保育士の顔を見て笑顔になったり 

、ミルクを飲んでくれたり、食材の食感を手つまみで確かめたりする姿も見られます。 

時にはピューっと吹き出したり、お皿の中を手でかき混ぜたりという姿も。 

触ってみたい！面白い！もういらない！等々・・・子どもたちからのサイン 

なんだな～とその時々で保育者も一緒に楽しんでいきたいです。 

 

保育園の給食によく出る人参。普段は調理されているので実物を見ることがなかった子どもた

ち。保育士が本物の人参を見せると「うわー」と目を輝かせながら興味津々で見つめていました。

持ち方を変えて観察する子、目の前のお皿を指差し「あった！」「おんなじ！」と気付く子、 

「おいしい～」といつも以上にパクパク食べる子と様々な反応が見られました。 

そこで保育でも“人参”を取り入れることにしました。 

絵本『やさいさん』に出てくる『にんじん』では、畑から隠れている人参が抜かれ

るのを見て「にんじんさん」と言ったり、人参を食べている動物たちを見て一緒に

食べる真似をしたりと楽しんでいました。 

これからも“たくさんのであい”の中で子どもたちの成長を見られたらと 

思っています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

異年齢 

すくすく 

おやつ後から少人数で一時保育室に行き、身体を動かしたり、音に触れたり、様々な粘土やのり、

クレヨンなどを使った造形を行う課題活動が始まりました。5 月は造形活動として油粘土に触れま

した。自分の名前が書いてある粘土をもらうと「なんだろう？」と興味を示していました。実際に

触ってみると感触を嫌がる様子も少なく、粘土との対話がはじまりました。 

「かたいね」と教えてくれたり「どうやって？」とやり方を尋ねたりする姿がありました。 

初めのうちは、保育士が手のひらを使って丸めたり伸ばしたりしている所を見て 

「ボールだよ！」「ヘビつくった！」と真似をしていました。 

徐々に伸ばし物をドーナッツ状にしていたり、指先を使って粘土板にくっつけていたりと遊び方に

工夫が出てきました。何より、作った物を保育士やお友だちと共有することが楽しく「みてー！」                      

       の声が色々な方面から飛んできました。この時間を通して、世界の広がりをみんな

で体験していきます。どんな姿が見られるのか楽しみです‼ 

 

『ブリコルーム』始動！ 

オンライン懇談会でお知らせしていた“自由な発想で何でも作って良い場所”ブリコルーム（旧ぽか

ぽか保育室）の使用を始めました。教材、素材の他、皆さんにご協力いただいた卵の殻などの廃材も

使って子どもたちの創作意欲の育ちを見守っていきたいと思います。 

 

『生き物』との関わりに夢中です！ 

ダンゴムシや蟻に加えてアオムシやテントウムシも姿を見せ始め、子どもたちは 

夢中になって探し・捕まえ・集め・観察し・発見を伝え合うことを楽しんでいます。 

また、池のカエルの卵から孵ったオタマジャクシも掬って観察しているので、 

今後の成長にどんな反応をするのかとても楽しみです。そして、プランターのイチゴやポタジェ 

ガーデンのスナップエンドウとスイスチャードなど、収穫して食べる楽しみも 

味わっています。クラス毎にプチトマトときゅうりの苗も植えたので、子どもたち 

と一緒にその生長や収穫、実食を楽しみたいと思います 



  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

異年齢 

給食室 

食育係より 

今年度は、保育園全体で『トマト、ミニトマト、キュウリ』を育てます。 

乳児クラスでは先に保育士が苗を植えるところを見せる、異年齢クラスでは 

子どもたちと一緒プランターに苗を植えてからのスタートです。異年齢クラスの 

子どもたちは、苗を植えた瞬間に「おいしくなりますように」「はやくおおきく 

なーれ」などの声が出ていました。 

毎日の水遣りや育っていく過程で、すべてのお子さんが、匂い、形、色の変化、 

感触を体験できます。異年齢クラスになると、普段スーパーで売っている野菜との 

違いなどにも気づいてくれると思います。また、育てている段階で、水遣りを怠ると 

育たなくなる、日照が少ないと腐ってしまう、そんな経験が「野菜も生きている」と

いう事を学ぶきっかけにもなります。そして、丹精を込めて育てた野菜を収穫して、実際に調理

して食べる事で「ぼく、わたしが育てた」という経験が野菜に対する、また、食に対する愛着がわ

いて食事の時間が楽しくなってほしいと思います。 

６月４日は虫歯予防デーです。丈夫な歯で過ごすためには、歯磨きはもちろんのこと、毎日の食生

活が大切です。 

◎歯を強くする食べ物 

牛乳・チーズ。大豆製品・小魚など 

◎歯のお掃除をしてくれる食べ物 

ごぼう・キャベツ・果物・わかめなど 

口は食べ物を砕き、体に栄養を取り込むための大切な消化器官。好き嫌いをせず、なんでも食べて、

健康な歯と体を作りましょう。 

 なんと、先月から食堂と保育室の壁がなくなり、給食室からも子どもたちの様子が見えるように

なりました。子どもたちの声や遊ぶ姿で、エネルギーや生活のリズムが伝わってきます。特に、お

昼寝のあとは、お部屋の明かりがつくと「もうすぐおやつを食べにくるぞ」と、準備の手を早めつ

つ、子どもたちが食堂に来るのを楽しみに待っています。 

 寒暖差もあり、体調が崩しやすい時期ですが、こまめな水分補給と、バランスの良い食事で 

体力を維持していきましょう。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回覧絵本が始まります！ 

今月より、回覧絵本がスタートします。絵本を通して親子でのふれあいの時間を大切にしてほ

しいという思いから始まりました。絵本を読んでいる時のお子さんの反応や保護者の方の感じた

事、おすすめ絵本など教えてください。また、絵本の貸し出しも再開しています。親子での豊か

な時間に 1冊の絵本を加えていただけると嬉しいです。 

 

にこにこ よちよち 

すくすく のびのび 

わくわく いきいき 



 

 

『子どもの本 ＆クーベルチップ』という絵本屋さん。 

英語で『Picturebook』を逆さから読んだ『クーベルチップ』という店名も、とても素敵ですよ

ね。店主さんお２人が厳選した小さなお子さんから大人の方まで楽しめる絵本が揃えられていま

す。一般の書店では見られないような本が発見できるのもこのお店の魅力の一つです。 

また、絵本だけでなく、絵本の原画展や絵本のグッズの販売、月替わりでギャラリーなどの 

イベントも開催されているので、それも楽しみに足を運ぶお客さんもいるようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クーベルチップを始めたきっかけは 2008年に閉店してしまっ 

た上大岡にあった絵本専門店。お子さんを連れてお二人は通っ 

ていましたが、閉店してしまい、こんなお店残して行きたいよ 

ねと決意し、多くの方に支えられてお店のオープンを決めたと 

の事。読書会なども同じメンバーで引き続き行っているそうで 

す。どんな絵本がいいか迷ったらこのお２人に是非聞いてみて 

ください！とても楽しくお話してくださって、絵本を読んでい 

る気分になりますよ。 

 

 

ブックマルシェの本屋さんを紹介します！！ 

 

【左】神保さん【右】中村さん 


